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High School-3/11 Project-Manga, Ch. 1-, Pt. 1 The earthquake occurs

Pg. 9 第一章 震災発生

P. 1： 翌日深夜に震度５の地震が発生

Ono. ユラーユラーユラー

P.2： また大きくゆっくり揺れるタイプだ、、、

Ono. ユラーユラーユラー

P.3: おさまった。。。

Ono. ほっ Breathing

しかし妙な揺れ方に狭い間隔。。。P.4:

どうにも不気味だな、、、

早朝P.5:

また地震か！震度４ってところかな

揺れ方はよくあるタイプだな

Ono. ガタ ガタ ガタ

おさまった、、BreathingP.6:

ずいぶん群発してるな〜

P.7: 数分後

Ono. ガタ ガタ ガタ

えっ！また地震だ！しかもさっきと同じくらいの！

この大きさの地震がこの間隔で来るのは初めてだ。。。P.8:
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こうも変な地震が続くのはなんなんだ。。。

Pg. 10, P.1 僕の住んでいる所は 宮城県（みやぎけん）の真ん中

あたり

このへん （Pointing at map）

P.2: Ono. カタ カタ カタ

もともと地震の多い地域であり

P.3: 三十年に一度くらいの周期で

宮城県沖地震などの大地震も来るところなので

P.4: 「地震は身近なもの」だと思っていた

Picture of father walking on characters地震

P.5: Ono. カタ カタ カタ

地震に慣れているため

揺れても動じないのはもちろん

これは、、、３！P.6:

Ono. カタ カタ カタ

~地震速報 ただいま東北地方で地震がありました。P.7:

各地の震度は以下の通り

Ono. ピッ

P.8: ほらな？

宮城県中部 震度３
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Ono. ふふ〜ん

体感で大体の震度を当てることが出来る

Pg. 11, P.1: Ono. カタ カタ カタ カタ

自分の中で震度を計れる気になっていると

P.2: Gauge with arrow pointing to 3.5

P.3: Gauge with arrow pointing to 4

Ono. ちーん

P.4: 震度４以下では「見切った」気になっていたし。。。

強い揺れが来てもP.5:

Ono. ガタ ガタ ガタ

震度５！

P.6: Ono. バシン！

Ono. バン！

Ono. がしっ

P.7: Ono. ふふ〜ん

どうよ！この素早い 対処！

P.8: すっかり小さい揺れに慣れ切って

行った 行った

寒い 寒い

地震というものをナメていた
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Pg. 12, P.1: 三月十一日

Ono. チュン チュン

いつもの朝だった

P.2: 妻は会社員でその時妊娠約九カ月

P.3: 臨月間近だったが仕事の後任の話や引き継ぎ話が長引き

体調の許す範囲内で出社していた

P.4: 体調は大丈夫？

大丈夫 大丈夫

明日まで行けば産休 入るし

妻の会社は仙台駅 （せんだいえき）のほど近くP.5:

自宅アパートからバスで一時間弱ほどの距離にある

P.6: 妻: トシさんの今日の予定は？

夫: ん~ 午前中に食材の買い出し行って 午後から

デコメの案件やるわ

P.7: 妻： そうなんだ かんばってね

妻： じゃあ そろそろバスの時間だから行くね

Ono. ドタタタ！

そしてこれが我が家の長女P.8:

おかあさん！いってらっしゃい！

あら！起きたの？
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Pg.13, P.1: ムスメは四歳の誕生日を迎えたばかり

P.2： 四歳になるまでは家で仕事をする僕が育児をしていて

P.3: 四月から保育所に入る予定で準備をしていた

Ono. キナキナ depicting bodily movement.

夫：すっかりお姉ちゃんだな！

P.4: 父：保育所はお友達いっぱいいるよ！

ム：うん！

震災の数時間前P.5:

ムスメの様子がおかしかった

P.6: これといった理由もないのにひどく機嫌が悪く

興奮していた

ム：やだ！ もうかえる！だっこして〜！

Ono. ぎゃー！

P.7: 子供は考えるより感じる事の方が得意なので

Ono. ？ ？

ひょっとすると本能のようなもので 不安や不快を感じ

ていたのかもしれない

P.8: 。。。なんて後から思えばいくらでもそういう風に見え

るのだけど

ちょっと様子がおかしかったのは事実なのです

父：いーかげんにしなさい！

ム：しない！！


